









































えられる。REE パターンに見られる負の Eu 異常は斜長石中の灰長石成分の結晶分
化によって生じると考えられるため，熊野酸性火成岩類は結晶分化が進行していた可
能性が高く，LREE の含有量に影響を及ぼした可能性がある。しかし神ノ木流紋岩と
古座川弧状岩脈は負の Eu 異常の値が SiO2 量の増加によって変化しているが，南岩
体においては SiO2 量の変化によって負の Eu 異常の値は神ノ木流紋岩，古座川弧状
岩脈ほど大きく変化しない。また，Sr 同位体初生比	 (以後 SrI)において，南岩体は
SiO2 量と SrI との間に負の相関関係を示すため，熊野酸性火成岩類の化学組成の変
化を結晶分化作用以外の要因についても考える必要がある。	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